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３　 　 月

定 例 会

　
平
成
　
年
３
月
定
例
会

２９

初
日
（
３
月
３
日
）
は
、

町
長
の
町
政
執
行
方
針
と

教
育
長
の
教
育
執
行
方
針

が
示
さ
れ
た
あ
と
、
新
井

田
議
員
、
佐
藤
議
員
、
竹

田
議
員
、
相
澤
議
員
、
鈴

木
議
員
の
５
氏
に
よ
り
一

般
質
問
が
行
わ
れ
、
活
発

な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
４
ペ
ー
ジ
以
降
）

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
各

２８

会
計
補
正
予
算
な
ど
、　２７

件
の
議
案
と
発
議
案
２
件

を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
な
お
、
平
成
　
年
度
一

２９

般
会
計
な
ど
合
わ
せ
て
９

会
計
予
算
と
予
算
に
関
連

す
る
議
案
６
件
は
、
予
算

等
審
査
特
別
委
員
会
（
平

野
武
志
委
員
長
）
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
。

　
予
算
等
審
査
特
別
委
員

会
は
、
３
月
６
日
か
ら
　１０

日
（
実
質
５
日
間
）
ま
で

開
催
し
活
発
な
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
予

算
で
は
道
の
駅
広
場
整
備

工
事
費
、
高
齢
者
等
入
浴

券
交
付
、
薬
師
山
展
望
台

　
　
月
　
日
午
後
５
時
　

１２

３０

２８

分
頃
、
釜
谷
地
区
で
火
災

が
発
生
し
、
男
性
１
名
が

死
亡
、
女
性
１
名
が
負
傷
、

住
宅
１
棟
の
ほ
か
車
庫
１

棟
と
物
置
１
棟
が
全
焼
し
、

隣
接
の
車
庫
１
棟
の
一
部

が
焼
損
し
た
旨
の
報
告
が

議案第１０号
　平成２８年度木古内町一
般会計補正予算（第８
号）

議案第１１号
　平成２８年度木古内町国
民健康保険特別会計補
正予算（第４号）

議案第１２号
　平成２８年度木古内町国
民健康保険病院事業会
計補正予算（第２号）

議案第１３号
　平成２８年度木古内町水
道事業会計補正予算
（第２号）

議案第１４号
　平成２８年度木古内町介
護保険事業特別会計補
正予算（第３号）

議案第１５号
　平成２８年度木古内町介
護サービス事業特別会
計補正予算（第１号）

議案第１６号
　平成２８年度木古内町下
水道事業特別会計補正
予算（第２号）

議案第２３号
　木古内町税条例等の一
部を改正する条例制定
について

議案第２４号
　木古内町介護保険条例
の一部を改正する条例
制定について

議案第２５号
　町道路線の認定につい
て

議案第２６号
　平成２８年度木古内町一
般会計補正予算（第９

　号）
議案第２７号
　木古内町中小企業振興
融資条例の一部を改正
する条例制定について

※予算関連議案の議案第
１号～９号及び第１７号
～２２号までは、平成２９
年度予算等審査特別委
員会へ付託されました。
詳細は１４ページ～１５
ページ

道
の
駅
広
場
 整
備
内
容
が
具
体
化

平
成
　
年
度
予
算
全
９
会
計

29

　
　
総
額
　
億
６
千
８
百
万
円
 原
案
可
決

83

さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
出
火
原
因
は
、

ス
ト
ー
ブ
か
ら
立
ち
上
が

っ
た
炎
を
消
火
し
よ
う
と

し
た
際
に
、
使
用
し
た
毛

布
に
火
が
移
り
拡
大
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

町
よ
り
見
舞
金
　
万
円
が

３０

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
　
日
午
後
３
時
頃
、

２７

大
平
地
区
で
漏
水
が
発
生

し
た
旨
の
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
復
旧
作
業
に

よ
り
、
一
部
区
域
で
断
水

が
必
要
に
な
っ
た
事
か
ら

午
後
４
時
か
ら
防
災
無
線

に
よ
る
周
知
と
給
水
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
作
業
に

つ
い
て
は
午
後
８
時
　
分
３０

に
終
了
し
ま
し
た
。

道の駅南側に整備される広場のイメージ図

行

政

報

告

年
末
 
釜
谷
地
区
で

火
災
が
発
生

水
道
管
破
損
に
よ
る

漏
水
が
発
生

可決された

主な議決事項

工
事
費
な
ど
の
新
規
事
業

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
詳
細
　
ペ
ー
ジ
以
降
）

１４

　
最
終
日
（
３
月
　
日
）

１０

に
は
再
度
本
会
議
を
開
催

し
、
予
算
等
審
査
特
別
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

　
件
と
発
議
案
２
件
を
原

１５案
の
と
お
り
可
決
し
て
閉

会
し
ま
し
た
。
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　「
木
古
内
町
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
条
例

（
学
童
保
育
）」
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
主
な
内
容
】

○
定
員
…
　
名
４０

○
利
用
料
…
月
額
５
千
円

※
月
額
に
満
た
な
い
場
合

は
日
額
３
百
円
～
５
百
円

※
児
童
２
人
目
以
降
半
額

○
場
所
…
小
学
校
に
併
設

○
開
始
…
４
月
３
日
よ
り
 

　「
木
古
内
町
高
齢
者
等

入
浴
無
料
券
交
付
条
例
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
主
な
内
容
】

○
交
付
対
象
…
　
歳
以
上

７５

と
な
る
方
及
び
身
体
障
害

者
手
帳
１
～
３
級
に
該
当

す
る
方

○
交
付
枚
数
…
年
間
　
枚
１２

○
有
効
期
限
…
当
該
年
度

３
月
　
日
ま
で
の
１
年
間

３１

○
利
用
場
所
…
町
内
の
入

浴
施
設

3
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職
員
手
当
の
支
給
月
数

に
合
わ
せ
議
員
報
酬
及
び

町
長
等
の
給
与
が
改
定
さ

れ
ま
し
た
。
改
定
内
容
は
、

手
当
の
支
給
月
数
を
　
ヶ
０．２

月
分
を
引
き
上
げ
る
も
の

で
す
。

一
般
会
計

　　
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。
歳
出
で
は
、
各

種
が
ん
検
診
等
委
託
料
１

１
３
万
４
千
円
、
塩
蔵
ワ

カ
メ
施
設
整
備
事
業
補
助

金
１
６
９
万
４
千
円
の
増

額
の
ほ
か
各
種
事
業
に
お

け
る
実
績
見
込
み
に
伴
う

減
額
補
正
な
ど
で
す
。

　
歳
入
歳
出
の
補
正
予
算

総
額
は
、
５
５
０
９
万
６

千
円
を
減
額
し
、　

億
６

４８

７
８
１
万
３
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

町
営
の
学
童
保
育
が

始
ま
り
ま
す

　
実
績
確
定
に
伴
う
減
額

補
正
な
ど
で
歳
入
歳
出
の

補
正
予
算
総
額
は
、
９
１

３
万
６
千
円
を
減
額
し
、

９
億
５
３
８
４
万
４
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

　
交
付
税
措
置
額
の
確
定

な
ど
に
伴
い
病
院
事
業
収

益
で
４
６
４
２
万
１
千
円

を
追
加
し
、
総
額
　
億
　

１５

８６

万
円
に
な
り
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計

　
主
な
補
正
内
容
は
、
水

道
事
業
広
域
連
携
に
お
け

る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
※

１
）
導
入
可
能
性
調
査
業

務
委
託
に
伴
う
国
庫
補
助

金
３
８
９
８
万
８
千
円
を

増
額
し
、
収
益
的
収
入
は

１
億
９
６
９
７
万
２
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

　
居
宅
介
護
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
計
画
作
成
費
　
万
６

５１

千
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳

出
総
額
４
３
８
万
８
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
実
績
確
定
に
伴
う
減
額

補
正
な
ど
で
歳
入
歳
出
の

補
正
予
算
総
額
は
、
５
３

６
万
２
千
円
を
減
額
し
、

２
億
　
万
６
千
円
と
な
り

３２

ま
し
た
。

　
副
町
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
大
野
泰
氏
を
選
任

す
る
同
意
案
が
提
出
さ
れ
、

満
場
一
致
で
同
意
し
ま
し

た
。

　
議
会
閉
会
中
の
総
務
・

議
員
報
酬
及
び
特
別
職

等
の
給
与
を
改
定

大
野
　
泰
 
氏
を

副
町
長
に
再
任

補

正

予

算

同

意

案

条
例
制
定
等

高
齢
者
等
入
浴
無
料
券

が
交
付
さ
れ
ま
す

経
済
常
任
委
員
会
所
管
事

務
調
査
項
目
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

【
町
民
課
】

○
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
（
学
童
保
育
）
に
つ

い
て
（
現
地
調
査
）

【
教
育
委
員
会
】

○
木
古
内
町
教
育
委
員
会

の
活
動
状
況
に
関
す
る
点

検
・
評
価
報
告
書
に
つ
い

て○
そ
の
他
緊
急
を
要
す
る

　
課
題
に
つ
い
て

　
　
月
定
例
会
よ
り
試
行

１２
的
に
実
施
し
て
い
ま
し
た

一
般
質
問
に
お
け
る
質
疑

の
回
数
撤
廃
に
係
る
会
議

規
則
を
改
正
し
ま
し
た
。

改
正
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
一
般
質
問
に
お
け
る
回

数
制
限
の
撤
廃
（
３
回
→

無
制
限
へ
）

○
一
項
目
に
お
け
る
質
問

時
間
は
あ
ら
か
じ
め
議
長

が
定
め
る
時
間
（
　
分
以

２０

内
）
で
実
施
（
時
間
制
限

無
→
時
間
設
定
）

発
 

議
 

案
大野　泰 副町長

議
会
閉
会
中
の
所
管
事

務
調
査
項
目
の
承
認

町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正

４月３日に開所された町営の学童保育
きれいに改修された施設内（上下写真）

（※１）ＰＰＰ／ＰＦＩ…行政と民間が連携して公共サービスの提供を行う手法。



特

集

常

任

委

員

会

予
算
等
審
査
特
別
委
員
会

一

般

質

問

定

例

会

4
2017.5.1　Vol.138

木古内町議会だより

新井田昭男　議員
繋　シャトルバス（仮称）の運行について

佐藤　　悟　議員
繋　町史編さんについて

竹田　　努　議員
繋　平成29年度町政執行方針について

相澤　　巧　議員
繋　北海道新幹線の騒音について　

鈴木　慎也　議員
繋　木古内町民の「幸福度」について

　一般質問は、定例議会（年４回）において、町政全般にわた

る事項を議員が質問を行い、新たな政策の提案や意見、是正を

求めるものです。
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３月定例会一般質問

後
、
我
が
町
の
地
域

振
興
を
考
え
た
と
き
、

町
民
の
内
需
拡
大
を
柱
と

し
た
総
合
的
な
地
域
振
興

策
を
図
る
重
要
性
・
必
要

性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
消
費
、
購
買
力

の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、

交
通
ア
ク
セ
ス
の
充
実
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
の
２
点
に
つ
い
て
町
長

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

茨
現
行
の
医
療
機
関
送
迎

バ
ス
と
の
連
携
を
図
り
、

効
果
的
な
町
内
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
（
仮
称
）
の
運

行
芋
町
内
各
種
イ
ベ
ン
ト
時

に
関
係
交
通
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
（
仮
称
）
の
運
行

大
森
町
長
　
茨
利
用
者
数

は
、
多
い
と
き
に
乗
車
定

員
に
近
い
利
用
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
中
で
、
一

般
の
か
た
が
利
用
す
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
医
療
機

関
利
用
者
に
影
響
が
出
る

こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
町
内
で
利
用
で

き
る
交
通
機
関
は
、
毎
日

道
南
い
さ
り
び
鉄
道
が
９

往
復
、
函
館
バ
ス
が
６
往

復
し
て
い
ま
す
。
更
に
町

内
に
は
民
間
ハ
イ
ヤ
ー
会

社
が
あ
り
ま
す
の
で
、
交

通
ア
ク
セ
ス
は
充
実
し
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
実
施
し
た

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調

査
で
は
、
買
い
物
方
法
を

尋
ね
て
お
り
、
何
ら
か
の

手
段
に
よ
り
日
用
品
を
購

入
で
き
て
い
る
と
の
回
答

を
得
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
運
行
は
現
在
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

　
芋
は
つ
ら
つ
演
芸
会
、

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
、

安
全
住
民
大
会
、
町
民
文

化
祭
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
、

各
種
事
業
に
町
バ
ス
を
運

行
し
て
い
ま
す
。
利
用
者

が
少
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

次
年
度
以
降
、
効
率
の
良

い
運
行
を
目
指
し
、
運
行

形
態
も
含
め
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

再
質
問
　
私
の
提
案
は
、

医
療
機
関
の
利
用
者
に
支

障
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
新
た
に
バ
ス
を
購

入
し
て
現
行
の
バ
ス
と
の

運
行
調
整
を
図
り
、
町
民

の
交
通
費
削
減
な
ど
、
総

合
的
な
経
費
削
減
を
含
め

た
内
容
で
す
。

　
交
通
の
利
便
性
や
イ
ベ

ン
ト
送
迎
な
ど
理
解
し
て

い
ま
す
が
、
地
元
の
購
買

力
を
高
め
る
た
め
に
は
、

行
政
が
強
い
指
導
力
を
も

っ
て
実
施
す
べ
き
と
考
え

て
い
ま
す
。
再
度
町
長
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

大
森
町
長
　
質
問
の
中
で

は
地
域
の
活
性
化
、
住
民

の
軽
減
負
担
、
利
便
性
な

ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
り

ま
す
。
地
域
の
活
性
化
で

考
え
る
と
、
商
業
で
は
、

各
店
舗
が
配
達
な
ど
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
を
実
践
し
、

企
業
努
力
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
バ
ス
が
地
域
の

活
性
化
に
直
結
す
る
か
疑

問
が
あ
り
、
リ
ス
ク
の
高

い
提
案
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス（
仮
称
） 

の
運
行
を
提
案
し
ま
す

今

新井田　昭男　議員
niidaakio

重要な交通手段の一つである
「道南いさりび鉄道」

問　シャトルバスの運行で町に活性化を

答　アクセスは充実しており、現状では考えていない 害害 町長
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在
の
町
史
は
、
昭
和

　
年
町
政
施
行
　
周

５７

４０

年
に
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
平
成
　
年
　
月
定

２２

１２

例
会
に
お
い
て
、
同
様
な

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
町
長
か
ら
「
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
新
年

度
よ
り
し
っ
か
り
と
編
さ

ん
の
準
備
を
整
え
ま
す
」

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
６
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
早
急

な
編
さ
ん
準
備
が
必
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町

長
並
び
に
教
育
長
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

野
村
教
育
長
　
町
史
編
さ

ん
の
準
備
は
、
町
の
歴
史

や
文
化
の
保
存
機
能
を
確

保
す
る
た
め
、
平
成
　
年
２７

３
月
に
郷
土
資
料
館
「
い

か
り
ん
館
」
を
整
備
し
、

資
料
の
収
集
や
管
理
・
活

用
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

町
史
編
さ
ん
に
係
わ
る
内

容
は
、
広
範
囲
に
及
ぶ
こ

と
か
ら
、
町
担
当
部
局
と

の
連
携
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
新
年
度

早
々
に
役
場
内
の
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
て
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

再
質
問
　
資
料
館
と
の
整

合
性
を
持
ち
編
さ
ん
と
の

答
弁
で
す
が
、
別
問
題
で

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
こ

の
６
年
間
、
木
古
内
駅
開

業
な
ど
多
忙
で
あ
っ
た
こ

と
は
理
解
し
ま
す
が
、
編

さ
ん
委
員
が
い
て
進
ん
で

い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
編
さ
ん
委
員
の

任
命
は
、
町
長
か
教
育
長

か
ど
ち
ら
に
な
り
ま
す
か
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

の
で
し
ょ
う
か
。

大
森
町
長
　
私
か
ら
任
命

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

報
酬
等
は
決
め
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
選
任
前
に
決
定

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

再
質
問
　
こ
の
委
員
は
、

い
つ
頃
ま
で
に
選
任
さ
れ

る
予
定
で
す
か
。

野
村
教
育
長
　
庁
舎
内
に

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
行
政
資
料
等
の
収
集
を

し
て
か
ら
、
編
さ
ん
委
員

を
選
任
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

再
質
問
　
考
え
に
違
い
が

あ
る
よ
う
で
す
が
、
編
さ

ん
委
員
が
い
て
、
準
備
が

進
ん
で
い
く
も
の
と
思
い

ま
す
が
、
６
年
間
何
も
進

ん
で
い
な
い
状
況
を
、
非

常
に
残
念
に
思
い
ま
す
。

大
森
町
長
　
様
々
な
理
由

・
要
因
は
あ
り
ま
し
た
が
、

着
手
に
時
間
を
要
し
た
こ

と
は
、
紛
れ
も
な
い
事
実

で
あ
り
、
謹
ん
で
お
詫
び

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
は
、
町
政
　
周
年
の
発

８０

刊
に
間
に
合
う
よ
う
庁
舎

内
の
組
織
や
編
さ
ん
委
員

の
選
任
な
ど
、
迅
速
に
作

業
が
進
む
よ
う
所
管
の
教

育
委
員
会
と
連
携
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
弁
か
ら
６
年
が

経
過
し
て
い
ま
す

現
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町政施行４０周年（昭和５７年）に合わせて
発刊された町史　　　　　　　　　　　

問　早期に町史編さんを

答　町政施行８０周年の発刊を目指す 害害 町長

佐藤　悟　議員
satousatoru
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政
執
行
方
針
に
は
、

新
し
い
制
度
を
活
用

し
た
施
策
も
記
載
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
町
の
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
、
財
政
の
健
全
化

の
視
点
か
ら
、
以
下
の
４

点
に
つ
い
て
町
長
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

茨
介
護
給
付
の
適
正
化
を

図
り
、
安
定
的
な
介
護

保
険
事
業
を
目
指
す
と

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
意

気
込
み
や
施
策
等
を
伺

い
ま
す
。

芋
数
年
で
主
伐
期
迎
え
る

町
有
林
（
ス
ギ
材
）
の

地
材
地
消
の
観
点
か
ら
、

リ
フ
ォ
ー
ム
等
へ
の
利

活
用
や
道
南
ス
ギ
の
良

さ
を
全
国
に
発
信
し
、

移
住
・
定
住
対
策
に
繋

げ
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
。

鰯
記
載
の
あ
る
公
営
住
宅

の
個
別
施
設
計
画
に
、

今
年
度
予
算
計
上
し
て

い
る
港
団
地
の
建
替
え

基
本
設
計
業
務
委
託
は

反
映
さ
れ
る
の
か
。

允
人
事
評
価
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
評
価
し
、

反
映
さ
せ
る
の
か
。

大
森
町
長
　
茨
制
度
改
正

の
状
況
や
国
が
示
す
基
本

方
針
を
踏
ま
え
、
高
齢
者

の
自
立
を
支
援
し
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継

続
で
き
る
よ
う
適
切
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

芋
平
成
　
年
４
月
に
地
域

２４

材
利
用
推
進
方
針
を
策
定

し
、
公
共
建
設
物
等
に
お

け
る
地
域
材
の
利
用
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道

南
の
自
治
体
な
ど
で
構
成

す
る
道
南
ス
ギ
産
地
形
成

推
進
協
議
会
で
は
、
利
用

促
進
交
流
会
な
ど
を
通
し

て
道
南
ス
ギ
の
Ｐ
Ｒ
を
図

っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

リ
フ
ォ
ー
ム
等
の
地
域
材

の
利
活
用
は
、
町
内
で
使

用
す
る
た
め
の
流
通
形
態

が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

今
後
関
係
業
界
と
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

鰯
個
別
施
設
計
画
に
反
映

し
て
い
ま
す
。

允
管
理
職
が
課
の
目
標
を

設
定
し
、
全
て
の
職
員

（
管
理
職
含
）
が
個
人
目

標
を
設
定
し
ま
す
。
そ
の

後
、
面
談
、
中
間
評
価
を

経
て
、
年
度
末
に
最
終
評

価
（
５
段
階
）
を
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
職
員
の
能

力
開
発
と
人
材
育
成
を
目

的
に
し
、
評
価
を
す
る
側

と
さ
れ
る
側
の
双
方
が
業

務
内
容
を
深
く
理
解
し
、

業
績
の
向
上
や
改
善
を
果

た
し
ま
す
。
ま
た
、
給
与

や
昇
進
な
ど
へ
の
反
映
に

つ
い
て
は
、
評
価
の
妥
当

性
、
納
得
性
を
高
め
た
上

で
、
実
施
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
す
。

平
成
　
年
度
の
町
政

２９

執
行
方
針
に
つ
い
て

町

問　道南スギの利活用を推進し、その良さをＰＲすべきでは

答　今後関係業界と検討を進める 害害 町長

竹田　努　議員
takedatsutom

道南最大面積を有する当町の道南スギ
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海
道
新
幹
線
の
騒
音

は
、
新
青
森
～
新
函

館
北
斗
間
の
沿
線
８
地
点

で
測
定
さ
れ
、
住
宅
地
１

地
点
で
環
境
基
準
値
を
超

え
、
そ
の
超
え
た
地
点
が

当
町
内
と
の
新
聞
報
道
が

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
騒
音

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
ま
た
は
鉄
道
建
設
・
運

輸
施
設
整
備
支
援
機
構
か

ら
当
町
に
報
告
、
対
策
に

つ
い
て
連
絡
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
町

民
か
ら
は
雪
を
飛
ば
す
音

が
非
常
に
大
き
く
、
苦
痛

を
感
じ
る
と
言
う
声
も
聞

き
ま
す
。
町
長
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

大
森
町
長
　
国
が
定
め
る

基
準
で
騒
音
に
つ
い
て
は
、

昼
間
の
幹
線
道
路
に
相
当

す
る
　
デ
シ
ベ
ル
以
下
に

７０

抑
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
当
町
の
住
宅
地

１
ヵ
所
で
　
デ
シ
ベ
ル
に

７５

達
し
た
こ
と
で
、
調
査
し

た
環
境
省
が
国
土
交
通
省

と
北
海
道
に
騒
音
対
策
を

求
め
て
い
ま
す
。
本
件
に

つ
い
て
は
、
当
町
か
ら
鉄

道
・
運
輸
機
構
に
照
会
し

て
お
り
、
騒
音
が
基
準
値

を
超
え
た
事
実
と
平
成
　２９

年
度
中
の
防
音
壁
工
事
完

了
時
点
で
は
基
準
値
が
ク

リ
ア
さ
れ
る
と
の
報
告
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
エ
ア
ジ
ェ
ッ
ト

式
除
雪
装
置
の
騒
音
は
、

雪
や
氷
を
除
去
す
る
た
め
、

圧
縮
空
気
を
噴
射
す
る
際

に
大
き
な
音
が
発
生
し
ま

す
。
こ
の
装
置
は
、
Ｊ
Ｒ

木
古
内
駅
を
挟
み
新
青
森

側
２
ヵ
所
、
新
函
館
北
斗

側
の
１
ヵ
所
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
鉄
道
・
運
輸

機
構
で
は
、
降
雪
以
外
の

作
動
停
止
な
ど
軽
減
対
策

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

新
幹
線
除
雪
装
置
の

騒
音
対
策
は

北

相澤　巧　議員
aizawatakumi

問　新幹線の騒音は問題ないか

答　今後、環境基準値はクリアされる 害害 町長

開業１周年を迎えた北海道新幹線
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閣
府
経
済
社
会
総
合

研
究
所
が
行
っ
た

「
第
１
回
生
活
の
質
に
関

す
る
調
査
」
に
よ
る
と

人
々
が
幸
福
度
の
向
上
や

希
望
を
持
っ
て
生
活
で
き

る
社
会
の
構
築
の
た
め
に

は
、
健
康
状
態
の
向
上
、

雇
用
の
増
加
策
、
老
後
の

社
会
的
支
援
策
、
子
育
て

支
援
策
の
４
点
の
政
策
的

配
慮
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　「
国
民
の
幸
福
を
追
求

す
る
国
」
の
ブ
ー
タ
ン
が

国
是
と
す
る
Ｇ
Ｎ
Ｈ
は
国

民
総
幸
福
量
を
表
す
指
数

と
し
て
世
界
や
日
本
で
も

注
目
さ
れ
、
地
方
自
治
体

に
お
い
て
も
導
入
す
る
動

き
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
当
町
は
、
特
に
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
町

民
が
必
要
と
し
て
い
る
施

策
が
ま
だ
ま
だ
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
に
町
民

の
声
を
「
幸
福
度
」
で
指

標
化
し
、
町
民
の
幸
福
を

最
優
先
に
施
策
の
展
開
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。
次
の
２
点
に

つ
い
て
町
長
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

茨
町
民
「
幸
福
度
」
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施

芋
先
進
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
他
の
自
治
体
へ
の

情
報
収
集
等
を
踏
ま
え
、

町
の
状
況
に
適
し
た
広

い
角
度
か
ら
検
討
す
る

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

大
森
町
長
　
茨
施
策
を
進

め
る
過
程
で
様
々
な
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
は
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
幸
福
度
を
調

査
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
実
施
し
て

い
る
町
政
懇
談
会
な
ど
を

通
じ
て
施
策
の
反
映
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

芋
今
後
、
調
査
・
研
究
は

進
め
ま
す
。

再
質
問
　
様
々
な
施
策
が

本
当
に
町
民
が
求
め
て
い

る
も
の
な
の
か
を
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
事

業
評
価
で
は
少
し
物
足
り

な
い
部
分
も
感
じ
て
い
ま

す
。
幸
福
度
指
数
が
あ
れ

ば
、
評
価
す
る
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
活
用
で
き
る
と
思

い
ま
す
が
、
事
業
評
価
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

大
森
町
長
　
事
業
は
、
結

果
が
直
ぐ
に
わ
か
る
も
の

や
時
間
を
要
す
る
も
の
な

ど
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
に
幸
福
度
の
考

え
を
入
れ
る
と
複
雑
に
な

っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
本

当
に
幸
福
度
が
何
か
と
い

う
も
の
を
も
う
一
回
議
論

を
す
る
必
要
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

町
民
の
幸
福
を
最
優
先

に
事
業
展
開
を

内

鈴木　慎也　議員
suzukishinya

問　町民の「幸福度」を指標化すべき

答　数値化し、事業へ反映することは難しい 害害 町長

町民の幸福に繋がる施策を…
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　総務・経済常任委員会
は３月定例会以降、所管
事務調査を２回にわたり
開催し、６月定例会にお
いて「所管事務調査報告」
が行われました。

総 務 経 済

常任委員会

レ ポ ー ト

事務調査項目

第１回

総務・経済常任委員会

　　　　４月１８日開催

〇建設水道課

・であえ～る駅前団地に

ついて（現地調査）

〇産業経済課

・塩蔵ワカメ施設整備事

業について（現地調査）

・ヒジキ養殖技術導入事

業について

第２回

総務・経済常任委員会

　　　　６月３日開催

〇町民課

・放課後児童健全育成事

業（学童保育）につい

て

〇まちづくり新幹線課

・人口減少対策について

「所管事務調査報告」

　総務経済常任委員会は
１２月定例会以降、所管事
務調査を２回にわたり開
催し、３月定例会におい
て「所管事務調査報告」
が行われました。

総務・経済

常任委員会

レ ポ ー ト

調査した事務調査

 「
所
管
事
務
調
査
報
告
」

　
平
成
　
年
度
３
月
末
に

２８

完
成
す
る
「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
の
概
要

版
を
も
と
に
計
画
内
容

（
進
捗
）
が
示
さ
れ
た
。

　
年
後
ま
で
推
計
さ
れ
て

４０い
る
公
共
施
設
等
の
更
新

費
用
総
額
は
、
約
４
４
３

億
円
で
あ
り
、
我
が
町
の

人
口
推
移
と
照
ら
し
合
わ

せ
る
と
膨
大
な
経
費
の
負

担
で
あ
る
。

　
平
成
　
年
度
に
個
別
施

２９

設
計
画
（
素
案
）
を
作
成

し
３
年
間
の
準
備
期
間
を

経
て
実
施
す
る
と
い
う
計

画
も
示
さ
れ
た
が
、
そ
の

内
容
を
見
る
と
大
幅
な
期

間
の
短
縮
が
可
能
で
あ
る
。

　
将
来
を
見
据
え
た
財
政

運
営
等
へ
の
危
機
感
を
強

く
持
ち
、
個
別
の
施
設
計

画
作
成
と
併
用
し
て
、
イ

ン
フ
ラ
も
含
め
た
施
設
の

統
廃
合
等
や
諸
経
費
を
抑

え
た
維
持
管
理
を
早
急
に

進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

第９回　２月１４日開催
総務・経済常任委員会
　
〇まちづくり新幹線課
　・人口減少対策につい
て（継続）

〇建設水道課
　・公共施設等総合管理
　計画について
　
第１０回　２月２１日開催
総務・経済常任委員会

〇病院事業
　・木古内町病院事業改
革プランについて

〇産業経済課
　・木古内漁港（釜谷地
区）を活用としたヤセ
ウニ対策実証実験につ
いて

３月定例会において
「所管事務調査報告」
が行われました。　

「
い
さ
り
び
」「
恵
心
園
」
経
営
統
合
協
議

老
人
保
健
施
設
内
に
併
設
し
、
経
営
統
合
を
協
議

特別養護護老人ホーム「恵心園」との合併協議を
している介護老人保健施設「いさりび」　　　　

　
平
成
　
年
第
４
回
定
例

２８

会
で
も
一
部
報
告
し
て
い

る
が
、
病
院
事
業
の
様
々

な
課
題
を
考
慮
し
、
安
定

し
た
病
院
経
営
を
図
っ
て

い
く
た
め
の
新
改
革
プ
ラ

ン
策
定
の
骨
子
が
示
さ
れ

た
。
　
そ
の
中
で
、
策
定
の
趣

旨
・
役
割
や
経
営
の
効
率

化
な
ど
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
充
分
理
解
す
る
が
、

完
成
版
の
細
部
に
つ
い
て

は
、
当
病
院
事
業
と
地
域

の
現
状
に
則
し
、
地
域
住

民
の
声
も
反
映
し
た
プ
ラ

ン
と
な
る
よ
う
期
待
す
る
。

　
老
人
保
健
施
設
「
い
さ

り
び
」
に
つ
い
て
、
現
在

「
恵
心
園
」
と
の
経
営
統

合
（
合
併
）
の
協
議
が
進

ん
で
い
る
と
の
報
告
を
受

け
た
。
両
施
設
の
課
題
を

ク
リ
ア
し
、
お
互
い
の
デ

メ
リ
ッ
ト
を
克
服
す
る
中

で
、
両
者
が
合
意
で
き
る

最
終
結
論
を
期
待
す
る
。

　
最
も
重
要
な
こ
と
は
、

施
設
利
用
者
や
家
族
、
そ

し
て
両
施
設
の
職
員
や
関

係
者
が
納
得
し
、
満
足
で

き
る
方
向
性
を
導
く
事
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
念
頭

に
置
き
、
協
議
を
進
め
ら

れ
た
い
。

木
古
内
町
病
院
事
業

改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
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公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
つ
い
て
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特　集

こ
こ
が
知
り
た
い
！

「
み
ん
な
の
予
算
」
を
ど
う
使
う
？
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平成２９年度　一般会計　予算総額

39億8，408万円
【前年度対比　１０．３％減】

← 次ページ　「みんなの予算」事業の概要

町民一人あたりに使われるお金

およそ ９１５，８８０円

※３月末現在の人口４，３５０人で算出

■基金（貯金）の状況 平成２９年３月末現在
千円未満四捨五入です。

総　　額基金の種類

１４億２，４４３万円財政調整基金

２５１万円減債基金

６万円ふるさと振興基金

２万円地域振興基金

１０万円地域福祉基金

２４１万円木古内町教育基金

１，８８０万円まちづくり応援基金

１億９，６８０万円木古内町企業振興促進基金

１６億４，５１３万円計

■町債（借金）の状況

前年度比平成２９年度末（見込み）

１億１，００５万円５７億２，０３８万円一般会計

△２，３１６万円１２億８，４０２万円下水道事業（特別会計）

△２，１３０万円５億５，３４０万円水道事業（企業会計）

８，１９０万円１６億１，７２４万円国保病院（企業会計）

△５，７９６万円５億２，７３６万円老健施設（企業会計）

８，９５３万円９７億２４０万円計

平成２９年３月末現在
千円未満四捨五入です。

※江差代替輸送確保基金及び旧江差線施設
　解体撤去事業準備基金を除く

【前年度比　７億３，３６４万円増】
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予算８つのキーワード
住民教育

１次産業、２次産業
を活用した事業展開

主要
事業

ヤセウニ対策実証事業 ３５２万円

継続事業
１次産業後継者支援事業 ４９３万円
 毛和種優良繁殖雌牛導入事業 １４０万円
はこだて和牛ブランド化推進事業 ３２５万円
森林環境保全整備事業 ２，４０８万円
狩猟免許等取得補助金 ６５万円
ヒジキ養殖技術導入事業 ７１１万円

など

新規事業

７７，，７７８万７７８万円円

北海道新幹線を核とした

観光推進関連事業

主要
事業

観光交流センター広場整備工事 ３，５００万円
薬師山展望台等整備事業 １，８５０万円

継続事業
プレミアム商品券発行事業 １，０７０万円
観光スポット看板設置事業 １２０万円
都市計画道路環状線通整備事業 １億５００万円
新幹線駅ＰＲ促進事業 ５０１万円
広域観光推進事業 ３６６万円

など

新規事業

２億２億５５，，３６７万３６７万円円

教育・体育環境の改善と向上
ゆたかな文化を育む事業

主要
事業

放課後児童健全育成事業（学童保育） ５３５万円
泉沢地区スクールバス待合所新設工事 １５０万円
木古内小学校児童用机・イス購入 ３８３万円
教師用パソコン更新事業 ５９６万円
野球場夜間照明制御盤改修工事 ５７２万円

継続事業
外国語指導助手（ＡＬＴ）配置事業 ４３１万円
スクールバス運行事業 ５９８万円
学校給食センター運営事業 ４，９３３万円
高等学校通学支援事業 ２４８万円

など

新規事業

１億２８１万１億２８１万円円

住民サービス向上
と行政事務効率化事業

主要
事業

木古内町町政要覧作成事業 ４４３万円
道路台帳図補正・データ化事業 ５３７万円
農業振興地域整備計画見直し事業 ４００万円
木古内町マスタープラン見直し事業 ８４９万円
町道等舗装補修工事 ８３０万円
本町地区排水路補修工事 ４００万円
公営住宅長寿命化計画作成事業 ４００万円
前浜団地外壁屋上防水改修工事 ２，６５０万円
港団地建替事業（基本設計） ４００万円

など

新規事業

７７，，６６５万６６５万円円

観光産業
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福祉医療

地域医療
の確保対策事業

主要
事業

医療送迎バス更新事業 ８７４万円

継続事業
ドクターヘリ負担金 ２６４万円
医療機関送迎バス運行事業 ５１８万円
国保病院事業会計負担金 ３億７，０６４万円

新規事業

３億３億８８，，７２１万７２１万円円

少子高齢者化社会
における保健福祉増進事業の継続と拡充

主要
事業

高齢者等入浴無料券交付事業 ５４１万円

継続事業
各種がん・妊婦検診助成・予防接種等
委託事業 ２，４８９万円
訪問・外出支援サービス事業 ７７１万円
妊産婦安心出産支援事業 ７１万円
乳幼児医療給付事業 ９１２万円
高齢者世帯等除雪サービス事業 ３７２万円

など

新規事業

１億１億８８，，５６０万５６０万円円

人口減少対策事業
（企業振興･移住定住対策）

主要
事業

企業誘致、移住促進対策ＰＲ経費 ５３万円
空き家リフォーム助成事業 ６００万円
地方創生広域連携事業 ６３万円

継続事業
企業振興促進助成事業 ５２５万円

新規事業

１１，，２４１万２４１万円円

安全安心な町づくり実現のための
防災・防犯対策事業

主要
事業

橋梁長寿命化事業（吉堀橋補修工事） ２，８００万円
消防庁舎等改修工事（負担金） ５，８８９万円
泉沢機械器具置場（消防）改築工事（負担金） １，４９９万円
消防ポンプ自動車更新（負担金） ４，３９９万円
産業会館耐震改修事業 ６，４１０万円

継続事業
橋梁長寿命化事業（戊申橋補修工事） ４，０００万円
防犯灯料金・設置・補修補助事業 ６４０万円
防災行政無線運営事業 ２７０万円

など

新規事業

３億３億４４，，６２６万６２６万円円
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議案第１号
　平成２９年度木古内町一
　般会計予算
議案第２号
　平成２９年度木古内町国
　民健康保険特別会計予
　算　　　
議案第３号
　平成２９年度木古内町後
　期高齢者医療特別会計
　予算
議案第４号
　平成２９年度木古内町国
　民健康保険病院事業会
　計予算
議案第５号
　平成２９年度木古内町水
　道事業会計予算
議案第６号
　平成２９年度木古内町介
　護老人保健施設事業会
　計予算
議案第７号
　平成２９年度木古内町介
　護保険事業特別会計予
　算
議案第８号
　平成２９年度木古内町介
　護サービス事業特別会
　計予算
議案第９号
　平成２９年度下水道事業
　特別会計予算
議案第１７号
　木古内町放課後児童健
　全育成事業条例制定に
　ついて
議案第１８号
　木古内町高齢者等入浴
　無料券交付条例制定に
　ついて
議案第１９号
　議会議員の議員報酬及
　び費用弁償に関する支
　給条例の一部を改正す
　る条例制定について　
議案第２０号
　特別職等の職員で非常
　勤の者の報酬及び費用
　弁償に関する支給条例
　の一部を改正する条例
　制定について
議案第２１号
　職員の給与に関する条
　例の一部を改正する条
　例制定について
議案第２２号
　木古内町長等の給与等
　に関する条例の一部を
　改正する条例制定につ
　いて

平成２９年度

予算等審査

特別委員会

予算等審査特別委員会
に付託された議案　　

「
審

査

所

見
」

　
３
月
３
日
か
ら
　
日
ま

１０

で
の
日
程
で
、
平
成
　
年
２９

度
各
会
計
予
算
９
件
並
び

に
予
算
関
連
議
案
６
件
に

つ
い
て
、
慎
重
に
審
議
を

行
っ
た
。

　
一
般
会
計
予
算
額
に
つ

い
て
は
、
駅
周
辺
駐
車
場

等
を
含
む
新
幹
線
関
連
事

業
を
終
え
た
こ
と
も
あ
り
、

前
年
対
比
約
４
億
５
７
０

０
万
円
（
△
　
．
３
％
）

１０

の
減
で
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
約
　
億
８
４
０
０
万
円

３９

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

各
特
別
会
計
並
び
に
公
営

企
業
会
計
を
合
わ
せ
る
と
、

前
年
対
比
約
５
億
１
８
０

０
万
円
（
△
５
．
８
％
）

の
減
で
約
　
億
６
８
０
０

８３

万
円
で
あ
る
。

　
予
算
編
成
の
内
容
を
見

る
と
、
近
年
の
安
定
し
た

財
政
運
営
が
反
映
さ
れ
、

新
規
で
の
福
祉
施
策
や
町

人
口
減
少
対
策
は
 ま
だ
ま
だ

　
　
　
　
　
　
ボ
リ
ュ
ー
ム
不
足

新
規
福
祉
施
策
 教
育
環
境
整
備
な
ど
は
評
価
に
値
す
る

超
え
る
公
民
館
に
つ
い
て

は
、
水
周
り
や
ト
イ
レ
の

不
具
合
が
多
々
見
ら
れ
る

た
め
、
早
急
に
対
策
の
方

向
性
を
整
え
る
べ
き
で
あ

る
。
　
病
院
事
業
で
は
、
平
成

　
年
以
降
の
診
療
報
酬
改

３０定
や
老
人
保
健
施
設
と
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
経

営
統
合
に
向
け
新
年
度
は
、

重
要
な
準
備
の
年
に
あ
た

る
。
現
状
の
諸
課
題
ク
リ

ア
に
向
け
、
新
改
革
プ
ラ

ン
の
策
定
に
つ
い
て
は
、

慎
重
審
議
の
な
か
早
期
完

成
を
望
む
。

　
上
下
水
道
事
業
は
、
簡

易
水
道
事
業
移
行
調
査
や

公
共
下
水
道
事
業
全
体
計

画
完
成
後
の
様
々
な
協
議

等
、
業
務
の
多
忙
化
が
予

測
さ
れ
る
が
、
健
全
な
事

業
運
営
を
目
指
す
こ
と
は

も
と
よ
り
、
町
民
の
声
も

充
分
に
反
映
さ
れ
た
事
業

運
営
を
望
む
。

　
全
体
的
な
予
算
を
見
る

と
、
計
画
書
作
成
等
を
含

む
業
務
委
託
料
の
中
で
大

き
な
予
算
の
計
上
が
目
立

っ
て
い
る
。
現
状
の
業
務

上
で
は
、
必
要
な
予
算
計

上
と
理
解
す
る
が
、
経
費

削
減
は
、
将
来
に
向
け
て

の
恒
久
的
な
テ
ー
マ
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

業
務
委
託
料
に
つ
い
て
は
、

行
財
政
運
営
の
課
題
と
し

た
い
。

　
平
成
　
年
度
は
、
北
海

２９

道
新
幹
線
開
業
か
ら
１
年

が
経
過
し
、
最
重
要
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
対
策
を

民
視
点
の
サ
ー
ビ
ス
施
策

の
継
続
、
ま
た
、
児
童
・

生
徒
の
声
に
応
え
た
学
校

関
係
の
環
境
整
備
等
が
充

分
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と

は
評
価
に
値
す
る
。

　
一
方
、
人
口
減
少
対
策

等
に
つ
い
て
は
、
新
規
事

業
が
い
く
つ
か
盛
り
込
ま

れ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
ボ
リ

ュ
ー
ム
不
足
と
思
わ
れ
る
。

人
口
減
少
対
策
検
討
会
議

や
総
合
戦
略
策
定
推
進
委

員
会
で
「
効
果
あ
る
施
策
」

を
目
標
に
更
な
る
協
議
・

検
討
を
進
め
、
積
極
的
事

業
（
施
策
）
の
追
加
実
施

を
望
む
。

　
ま
た
、
第
６
次
振
興
計

画
に
沿
っ
た
港
団
地
建
替

基
本
設
計
の
業
務
委
託
料

が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
作
成
さ
れ
る
公

営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
と

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
と
の
整
合
性
が
図
ら
れ

た
基
本
設
計
を
作
成
さ
れ

た
い
。
さ
ら
に
築
　
年
を

４０



常

任

委

員

会

特

集

予
算
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審
査
特
別
委
員
会

一

般

質

問

定

例

会
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含
む
今
後
の
町
づ
く
り
の

方
向
性
が
注
視
さ
れ
る
年

に
な
る
。
引
き
続
き
、
国

や
道
の
地
方
へ
の
財
政
支

援
策
を
有
効
活
用
す
る
と

と
も
に
、
当
委
員
会
で
出

さ
れ
た
様
々
な
意
見
を
踏

ま
え
、
当
町
の
抱
え
る
諸

課
題
の
解
決
に
向
け
鋭
意

努
力
さ
れ
た
い
。

予算質疑　ここを聞く！

予算キーワード　福祉
高齢者等入浴券の使い方は？

竹田委員　７５歳以上の方に年間１２枚を配付し、施設等入所した場合は入浴券を返還する仕組み
になっています。入浴券の使い方としては、４月券、５月券など１ヶ月に１度しか使用できない

という考えになりますか？１ヶ月で何枚も使用できないのですか？

　また、配付方法はどうように行いますか？

羽沢保健福祉課長　あくまで外に出て行く機会を増やしてもらうことが目的であり、月の限
定はなく１年間の間で１２枚を使用していただくことになります。券の返還については、もし使用

していない券がある場合には返していただくことになります。

　また、配付方法は、遠い地区などへ出向くなどの配慮をし、配付漏れのないようにします。

予算質疑　ここを聞く！

予算キーワード　観光
薬師山展望台のデザイン構想は？

新井田委員　薬師山展望台の新設イメージ図では、少し迫力不足の印象があります。
今後、整備の中で簡易トイレ、自動販売機設置など全体の修正は考えていますか？

木村産業経済課長　簡易トイレや自動販売機の設置については、場所的な問題や維持管理を
考えると、難しいことが考えられますが、形状を含め検討していきます。

予
算
審
査
を
終
え
て

　
新
年
度
予
算
の
概
要
や
審

査
状
況
に
つ
い
て
は
、　

～
１１

　
Ｐ
に
記
載
し
て
お
り
ま
す

１５が
、
新
規
事
業
や
質
疑
を
含

め
、
お
知
ら
せ
し
き
れ
な
い

様
々
な
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
予
算
委
員
会
は
、
町
の
未

来
が
決
ま
る
と
て
も
重
要
な

委
員
会
で
す
。
そ
の
よ
う
な

観
点
か
ら
、
今
後
は
、
も
う

少
し
開
催
の
お
知
ら
せ
を
工

夫
す
る
な
ど
、
多
数
の
傍
聴

者
が
来
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
よ
り
良
い
町
づ

く
り
た
め
に
、
議
会
傍
聴
を

は
じ
め
、
議
会
へ
の
ご
意
見

も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

予算等審査特別委員会
委員長　平野　武志
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常

任
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会

意

見

書

一

般

質

問

特

集

２

編
集
後
記

■
北
海
道
新
幹
線
が
開
業

一
周
年
を
迎
え
、
沿
線
自

治
体
に
も
波
及
効
果
が
も

た
さ
れ
ま
し
た
。「
み
そ

ぎ
の
郷
木
古
内
」
で
は
、

　
万
人
の
来
館
者
を
迎
え

６０る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
度
も
お
も
て
な
し
の

心
を
も
っ
て
多
く
の
方
に

来
町
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
本
年
度
の
予
算
は
、
新

幹
線
関
連
事
業
の
終
了
に

伴
い
、
一
般
会
計
約
４
億

５
千
万
円
減
の
約
　
億
８

３９

千
４
百
万
円
と
な
り
、
企

業
会
計
、
特
別
会
計
と
合

わ
せ
約
　
億
６
千
８
百
万

８３

円
と
な
り
ま
し
た
。　

項
３２

目
の
新
規
事
業
も
計
画
さ

れ
て
お
り
、
な
か
で
も
高

齢
者
の
健
康
維
持
の
為
の

入
浴
券
発
行
や
町
営
の
学

童
保
育
も
始
ま
り
ま
す
。

■
議
会
で
は
住
み
よ
い
街

作
り
の
た
め
に
、
皆
さ
ん

の
声
を
行
政
に
届
け
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
広
く
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

委
員
　
手
塚
　
昌
宏

住
所
／
〒
0
4
9
-0
4
2
2
　
北
海
道
上
磯
郡
木
古
内
町
字
本
町
2
1
8
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
0
1
3
9
2
）
2
－
3
1
3
1
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
0
1
3
9
2
）
2
－
3
6
2
2

発
行
／
木
古
内
町
議
会
　
　

編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

木
古
内
町
議
会
だ
よ
り

V
o
l. 1
3
8
　
2
0
1
7
. 5
. 1

16
2017.5.1　Vol.138

木古内町議会だより

――　仕事内容について、お伺いしてもよろしいですか？
　　　一人暮らし高齢者の安否確認などを主にしています。訪問の際には、世間話をさせて

もらう中で、子育てをはじめ、いろいろ貴重なお話しを聞く機会があり、人生勉強をさ
せてもらっています。

――　木古内町で暮らして、子育てや生活面で良いところや改善してほしいところはありますか？
　　　他町に比べても子育てに対する相談や助成制度がしっかりしていると思います。
　　　雨天時でも子どもたちが遊べるような施設が、もう少しあればうれしいです。
――　議会に対して意見や要望はありますか？
　　　議会中継や議会だより発行などにより情報提供がありますが、議会の役割など、まだ

町民にはわかりにくいこともあると思いますので、より身近に感じられる議会を目指し
てほしいです。

　　　また、以前議会だよりで掲載があったかもしれませんが、過去の質問が現在どのよう
な結果になっているかなど、追跡報告があればいいと思います。（インタビューアー：手塚委員）

　
　木古内町生まれ本町地区在住
　木古内町社会福祉協議会で「声かけ訪問員」として勤務

　仕事では、持ち前の明るさで一人暮らしの高齢者に元気を与え、家庭においても、３児
の育児と家事を両立し、毎日忙しい日々を送っているお母さんです。

プロフィール
　
　 駒 
こま

 木 　
き

 絵  美 さん
え み


